
までかけ足で移動する。

　控所後方で、防火着・ヘルメットを着用して、放水

【放水点検　控所】

右横１．５Ｍの位置に回り込み停止後整列休めを

する。

 「気をつけ」　　「目標点検会場」「右向けー右」

き、自主整頓後「ならえ」「直れ」「整列ー休め」と

　※分列行進終了後、かけ足で本部席へ移動して、

ピンマイクを装着後赤白旗を持って、放水点検控所

　をする。

「放水点検準備」　　アナウンス

「点検会場　入場」号　令

　「かけ足ー止まれ」、「左向けー左」で、

　正面向きとなり、自主整頓をした後、

「ならえ」「直れ」「整列ー休め」の号令で

　整列休めをする。

分隊長と同じ

　総合指揮者の号令で、点検会場へ移動。

　「かけ足ー止まれ」、「左向けー左」の号令で

　左向け左をして、正面向きとなり、自主整頓後

　「ならえ」「直れ」「整列－休め」の号令で整列休め

　総合指揮者の号令で、点検会場へ移動

　点検控所に五列横隊に集まり待機する。

平成２９年佐伯市消防団出初式　放水点検要領　(Ｎｏ．１)

総合指揮者（副団長） 分　　　　隊　　　　長 隊　　　　　　員

　放水点検控所の総合指揮者の所定の位置にて、 　分列行進終了後、「放水点検要員列外」の号令で

と号令をかけ、最右翼分隊長（佐伯）の左横１．５Ｍ

の位置に移動後　「かけ足ー進め」と号令をかけ、

途中から先行して部隊の中央付近で「かけ足ー止

まれ」「左向けー左」と号令をかけ部隊が正面を向

号令をかけ部隊を休ませた後、最右翼分隊長（佐伯）

アナウンスがあるまで待機。



　３番員・・・色粉要員（ポンプ右側）

　４番員・・・機関員

　※次の白旗の指示が出るまで、赤旗を上げておく。

平成２９年佐伯市消防団出初式　放水点検要領　（Ｎｏ．２）

総　　合　　指　　揮　　者 分　　　　隊　　　　長 隊　　　　　　員

　各番員へ合図

　　（約１分程度）

　あったら、（エンジン始動＋揚水）までを

　行う。

　【エンジン始動＋揚水】の準備できたのを確認後

　総合指揮者へ赤旗を挙げて合図をする。

　「佐伯市消防団、只今から放水点検を

　開始します。」と報告し、点検者の左横1.5Ｍに

　「気をつけ」　「かしらー中　」「直れ」

　点検者、前方5Ｍの位置へ移動

　※白旗を上げ合図を出した後、白旗を下げる。

　の合図を出す。

　移動する。

　移動する。

　　全団の白旗が上がるまで待つ。

　分隊長より、エンジン始動の合図が

　分隊長の「番号」「定位にーつけ」の

　号令でまわれ右をして、放水点検の

　所定の位置までかけ足で進む。

　※各番員の位置（図面参照）

　１番員・・・筒先要員（ポンプ右側）

　着き準備が出来たことを赤旗を上げて、総合指揮

　者に合図する。（※図面参照）

　【エンジン始動＋揚水】の白旗を確認後、

　２番員・・・筒先補助員（１番員の反対側）

　「直れ」の号令に対して、注目の敬礼を

　する。

　総合指揮者の「気をつけ」「かしらー中」

　「点検開始」の号令で、まわれ右をして、

　「番号」「定位にーつけ」と号令して、

　所定の位置（※図面参照）までかけ足で進み、

　各番員が定位に付いたのを確認後、余裕ホースを

　確認し、１番員の左横に移動して各番員が定位に

　総合指揮者の「気をつけ」「かしらー中」「直れ」の

　号令で挙手注目の敬礼をする。

【点　検　者　登　壇】

　白旗を上げ、【エンジン始動＋揚水】

　移動後

　「点検開始」の号令をかけ、赤旗を上げる。

　※分隊長がまわれ右をしたら、旗を下げる。

　旗を下げた後全隊が見える位置までかけ足で



　※　放水時間・・・４０秒

　※　放水時間・・・３０秒

　※　放水時間・・・３０秒

　放水中止及びエンジン停止の指示が、

　分隊長よりあったら、すみやかに指示に

　従い、その後「集まれ」の号令で、防火

平成２９年佐伯市消防団出初式　放水点検要領　（Ｎｏ．３）

総　　合　　指　　揮　　者 分　　　　隊　　　　長 隊　　　　　　員

【放　水　点　検】

　各分隊長の、赤旗が上がったのを確認して、

　注水方向の変換を、１番員に指示及び補助

　（※図面参照）

【点　検　報　告】

　「ならえ」「直れ」の号令後、「点検報告」と号令 　「点検報告」の号令後、各番員は分隊長

　着を着たまま所定の位置（ポンプ前に横

　一列に集合）し、自主整頓後

　「ならえ」「直れ」の号令に従う。

　へ向きを変え、点検報告を行う。

　※「○番員、異常なし」

　４番員にエンジン停止を指示し、防火着を着たまま

　所定の位置に戻り、「集まれ」と号令、番員が集ま

　り自主整頓後「ならえ」「直れ」の号令をかける。

１．白旗真横　　【放水始め　＝　水平放水】

　「放水止め」の赤旗の合図で、各番員に放水中止、

４．白旗垂直　　【直上放水】

　※　放水時間・・・３０秒

５．白旗真横　　【水平放水】

６．赤　旗　　　　【放水止め】

２．白旗垂直　　【直上放水】

３．白旗×赤旗　【三角放水】

　※　放水時間・・・４０秒



　正面向きとなる。

　のを確認後、「元の位置にー集まれ」と号令を 　の号令後、かけ足で入場した位置へ

　かけ入場した位置へ各分隊を集める。

　総合指揮者に向きを変え、右翼分隊長（佐伯）から

　順次敬礼をして、「○○方面隊、異常なし」と報告

　挙手注目の敬礼をする。

　総合指揮者の「元の位置にー集まれ」

　となる。

　「結果報告」の号令で、各方面隊右翼分隊長は一斉に

　きとなり、「ならえ」「直れ」の号令で再びまわれ右

平成２９年佐伯市消防団出初式　放水点検要領　（Ｎｏ．４）

総　　合　　指　　揮　　者 分　　　　隊　　　　長 隊　　　　　　員

　分隊長の「よし」の呼称で、正面向きと

　なる。

　集まり、自主整頓を行い、「ならえ」

　「直れ」の号令に従う。

【結　果　報　告】

　総合指揮者の「元の位置にー集まれ」の号令後、

　して、「よし」と呼称し、その後点検者の前方5Ｍに

　移動し、敬礼して「佐伯市消防団、放水点検を

　総合指揮者の「よし」で敬礼をした後正面向きとなる

　各番員の点検報告に、「よし」と呼称する。

　各番員の報告が終了したら、まわれ右をして、

　かけ足で入場した位置へ集まり、まわれ右をして

　自主整頓を見守り、その後まわれ右をして正面向

　をして、整頓を監視してまわれ右をして正面向き

「結果報告」と号令、各方面隊右翼分隊長の報告に敬礼

【集　　合】

　分隊長が、点検報告の終了後、正面向きになった

　自主整頓後　「ならえ」「直れ」

　翼分隊長（佐伯）の右横1.5Ｍに移動して、

「かしらー中」「直れ」と号令

　終了しました。」と報告、再び敬礼をして、最右

　その後、総合指揮者の「かしらー中」「直れ」で



平成２９年佐伯市消防団出初式　放水点検要領　（Ｎｏ．５）

総　　合　　指　　揮　　者 分　　　　隊　　　　長 隊　　　　　　員

　整頓後「わかれ」と号令し、答礼をして自隊に戻

　る。

　先行して指揮位置へ左向け停止し、全部隊が控

　所に入ったら、「かけ足ー止まれ」、「右向けー

　右」と号令をかけ、部隊を正面に向かせて、自主

　をかけ、最左翼分隊長（蒲江）の横１．５Ｍに移動

　点検者、降壇

　部隊の中央に移動し、

　「目標ー放水点検控所」　「左向けー左」と号令

　し、「かけ足ー進め」と号令をかけ、控所へ移動、

　総合指揮者の

　「目標ー放水点検控所」「左向けー左」の号令

　で進行方向に向きを変え、「かけ足ー進め」で

　控所の元の位置に戻り、「かけ足ー止まれ」

　「右向けー右」で正面向きとなり、自主整頓後

　「解散ーわかれ」の号令に敬礼をして解散。

　自隊に戻る

　

　「目標ー放水点検控所」「左向けー左」の号

　令で、進行方向に向きを変え、

　「かけ足ー進め」で控所の元の位置

　に戻り、「かけ足ー止まれ」「右向けー

　右」で正面向きとなり、自主整頓後

　「解散ーわかれ」の号令に注目の敬礼

　をして解散。

　自隊に戻る






